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交運労協が記者発表会を開催！ 
～交通運輸・観光産業に働く仲間20,908名から寄せられた 

カスハラ被害の声を公表！～ 

交運労協は、12月10日、田町交通ビル５階会議室において、本年５～８月に実施した「悪

質クレーム（迷惑行為）アンケート調査結果」と、提言「社会の持続可能性を見据えた交通

産業の将来像～コロナ禍を乗り越えて～」につ

いて、記者発表会を開催した。 

会見は蒔田事務局次長の司会により開会し、

冒頭、住野議長が「本日は２つの内容について

発表する。一つはコロナ禍による危機を乗り越

え、交通産業の目指すべき将来像を示した提言

についてであり、二つは悪質クレームアンケー

ト結果についてである。このアンケート結果で

交通運輸・観光産業に働く組合員に対する迷 

惑行為が後を絶たず、精神疾患や離職に追い込まれるケースが多く見受けられる実態が明ら 

かになった。私たちは現場で汗する仲間を守るため、全力で取り組んでいく決意である」と 

挨拶を行った。 

続いて、慶島事務局長より「社会の持続可能性を見据えた交通産業の将来像」について説

明後、「悪質クレーム（迷惑行為）アンケート調査結果」を報告した。この報告の中で「暴

力行為や暴言、威嚇・脅迫のみならず、最近、増えているのはＳＮＳ・インターネットでの

誹謗中傷により個人情報が晒される悪質な行為も受けている。これらの被害はコロナ禍で増

え、さらに行為がエスカレートしている」と報告した。 

さらに、各構成組織の代表者が「配達時にアルコールスプレーをかけられた(トラック)、 

名札や顔写真を撮られＳＮＳ・インターネットで拡散された(鉄道)、身体を触られた(航空)、

土下座の強要(バス)、金品の要求(タクシー)」など、厳しい現場実態を報告し、その後、記 

者からの質疑に応じた。閉会後も各組織の代表者は記者からの追加質疑に対応した。 

同日、交運労協は三役・幹事会において、2022春季生活闘争の方針に迷惑行為への会社対

応の強化を求めて取り組んでいくことを確認した。 

【参照：日本経済新聞 2022年12月11日（土）朝刊】 
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